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♪*♪*♪*   ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

次期生物多様性国家戦略（案）に対する意見募集（パブリックコメント）及び 

地方説明会の開催 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  ♪*♪*♪* 

環境省では、昨年 12月に開催された生物多様性条約第 15 回締約国会議（COP15） 

において採択された新たな世界目標「昆明・モントリオール生物多様性枠組」 

も踏まえ、「次期生物多様性国家戦略（案）」を作成しました。 

広くご意見をいただくべく、意見募集（パブリックコメント）を実施中です。 

 

詳  細：https://www.env.go.jp/press/press_01124.html 

 

募集期間：2023年 1月 30 日（月）～2 月 28 日（火）必着 

提出方法：電子政府の総合窓口「e-Gov」意見提出フォーム又は郵送 

《意見提出フォーム》 

https://public-comment.e-

gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=195220059&Mode=0 

 

■地方説明会の開催について■ 

次期生物多様性国家戦略（案）及び生物多様性を巡る国際・国内の現況等につい 

ての説明や、参加者との意見交換を目的とした説明会を全国 8 箇所で開催中です。 

中部エリアは、2月 17 日（金）に名古屋市内で開催されます。 

 

〇名古屋会場 

開催日時：2月 17日（金）14：00～16：00 

開催場所：TKPガーデンシティ PREMIUM 名古屋新幹線口バンケットルーム 7F 

     （愛知県名古屋市中村区椿町 1-16 井門名古屋ビル） 

https://www.env.go.jp/press/press_01124.html
https://public-comment.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=195220059&Mode=0
https://public-comment.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=195220059&Mode=0


開催方法：会場及びオンライン（zoom）のハイブリッド方式 

申込締切：2月 15日（水）17：00 

《参加申込フォーム》 

https://jp.surveymonkey.com/r/P9GHNNW 

 

問 合 せ：環境省自然環境局自然環境計画課生物多様性戦略推進室 

     TEL：03-5521-8273 

 

 

♪*♪*♪*   ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

地域経済循環分析の活用にむけたセミナー 

「地域を強く。地域経済の分析セミナー」 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  ♪*♪*♪* 

環境省は、地域経済の現状や地域の稼ぐ力（強み）の分析を行うことができる 

「地域経済循環分析」の活用にむけたセミナーを 2回にわたり開催します。 

 

■「地域経済循環分析」とは… 

↓背景・概要のほか、地域経済循環分析自動作成ツール等もダウンロードできます。 

https://www.env.go.jp/policy/circulation/ 

 

↓昨年実施のセミナー 

「地域を強く。地域経済の分析セミナー～地域づくりと地域経済の関係を紐解く～」 

の動画を公開しています（YouTube）。 

https://www.youtube.com/watch?v=PFyknFEvQSk&feature=youtu.be 

 

■「地域を強く。地域経済の分析セミナー」について 

(1) 地域を強く。地域経済の分析セミナーVol.2～地域経済のこれからを考える～ 

日時：2023年 3月 2日（木）17：00～19：00 

《参加申込フォーム》 

https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_IqUbgBeoS2-VD27FNpLkNQ 

 

(2) 地域を強く。地域経済の分析セミナーVol.3～地域政策がもたらす効果の検討～ 

日時：2023年 3月 6日（月）14：00～16：00 

《参加申込フォーム》 

https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_CIdoI-hpRl-fYOTckRhSrQ 

 

https://jp.surveymonkey.com/r/P9GHNNW
https://www.env.go.jp/policy/circulation/
https://www.youtube.com/watch?v=PFyknFEvQSk&feature=youtu.be
https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_IqUbgBeoS2-VD27FNpLkNQ
https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_CIdoI-hpRl-fYOTckRhSrQ


開催方式：オンライン形式 

申込締切：(1)(2)とも 2023 年 2月 24日（金）17：00（定員になり次第締切） 

 

問 合 せ：株式会社価値総合研究所パブリックコンサルティング第 4 事業部  

     TEL：03-6880-2018  メール：reca_ws@vmi.co.jp 

 

 

♪*♪*♪*   ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

東海地域における地域脱炭素の実現に向けた金融機関向けセミナー 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  ♪*♪*♪* 

財務省東海財務局、経済産業省中部経済産業局、環境省中部地方環境事務所、 

中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部）の主催で「東海地域における 

地域脱炭素の実現に向けた金融機関向けセミナー」を開催します。 

＊金融機関以外の方も参加可能です。 

 

詳  細：https://www.epo-chubu.jp/epo-news/18364.html 

 

開催日時：2023年 3月 6日（月）14：00～16：00 

開催方法：オンライン開催 

     ＊申込時に Webex または YouTube ライブ配信のいずれかを選択 

プログラム： 

〇ご挨拶 財務省東海財務局 

〇第 1部：情報提供 

「カーボンニュートラルの推進に向けて」経済産業省中部経済産業局 

「脱炭素社会実現による地域づくり」環境省中部地方環境事務所 

〇第 2部：パネルディスカッション 

「脱炭素経営とこれからの地域づくりに向けて」 

《ファシリテーター》 

杉山範子氏（名古屋大学大学院環境学研究科 特任准教授） 

《パネリスト》 

十六銀行、株式会社マルワ、協発工業株式会社、加山興業株式会社、 

株式会社艶金 

 

参加申込フォーム：https://forms.gle/BYuKUKLoL23k6ybJ8 

 

 

mailto:reca_ws@vmi.co.jp
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/18364.html
https://forms.gle/BYuKUKLoL23k6ybJ8


■予 告■ 

「信州における地域脱炭素の実現に向けた金融機関・事業者向けセミナー」を 

2023年 3月 14日（火）14：00～16：00にオンライン開催予定です。 

＊詳細が決まり次第、EPO 中部の webページに掲載いたします。 

 

 

┏━━━━━━━━━━━┓ 

┃  ♪ も く じ ♪    ┃ 

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

【イベント関連】 

1.   令和 4 年度中小企業向け実践セミナー「基礎からしっかり学ぼう 

   温室効果ガス排出量(Scope1,2,3)の算定と削減の取り組み」 

2.  【福岡・三重・宮城】ローカル SDGsキャンパス・ミーティング 

3.  【岐阜】たじみ環境フェア 2023 

4.  【岐阜】脱炭素社会推進フォーラム 

5.  【愛知】いのちをつなぐ水と流域・地球市民対話プロジェクト 

     地域対話フォーラム 2023 in Aichi 

6.  【愛知】「あいち環境塾」オープン講座 

7.  【愛知】生物多様性サポーターフォーラム 

8.  【愛知】藤前干潟「ガタレンジャーJr.2023」参加者募集 

9.   流域圏での水資源管理分科会「中部地域を取り巻く水資源の現状（冊子 

   名）の紹介と活用について」 

 

【ツール・コンテンツ】 

1.  【富山】「とやまカーボンニュートラルポータル」を開設！ 

2.  【長野】『うんこドリル─地球温暖化─【長野県編】』ができました！ 

 

【助成金・表彰等】 

1.   公益信託地球環境日本基金 2023 年度 募集 

2.   大塚商会ハートフル基金 公募助成 団体募集【愛知・三重ほか】 

3.   2023 年度 緑の募金助成 公募事業 募集 

4.   令和 5 年度「緑と水の森林ファンド」公募事業 募集 

5.   タカラ・ハーモニストファンド 2023年度 助成事業 募集 

6.   あいち森と緑づくり環境活動・学習推進事業 

     2023年度 交付対象事業 企画提案 募集【愛知】 

 



━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

             ♪イベント関連♪ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

┏━┓令和 4年度中小企業向け実践セミナー「基礎からしっかり学ぼう 

┃１┃温室効果ガス排出量(Scope1,2,3)の算定と削減の取り組み」 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

国際環境技術移転センター（ICETT/アイセット）は、温室効果ガス（GHG）排出 

量算定実務者が具体的な GHG 排出量（Scope1,2,3）の算定ノウハウを習得して頂 

ける実践セミナーをオンラインにより 2日間シリーズで実施します。脱炭素に向 

けた国や中小企業の最新動向を踏まえつつ、算定演習や中小企業の GHG排出量削 

減に向けた取り組み事例紹介等を盛り込んだ内容で、専門コンサルタントが丁寧 

に解説します。基礎知識から最新動向までしっかり学んで頂ける貴重な機会です。 

是非ご参加ください。 

 

詳  細：https://www.icett.or.jp/chousa/chousa/r4/r4ghg_seminar.html 

 

開催日程： 

1 日目：2023年 3月 8 日（水）13：30～16：30 

2 日目：2023年 3月 10日（金）13：30～16：30 

開催形式：オンライン（Zoom） 

参 加 費：無料（要申込み・先着順で受付） 

※中小企業以外の組織に所属の方でも参加可能です。 

※2日間シリーズ講演のため、両日参加をお奨めします。 

 

主  催：公益財団法人国際環境技術移転センター 

後  援：経済産業省中部経済産業局、環境省中部地方環境事務所（予定）、 

三重県、四日市市、愛知県、名古屋市、岐阜県、一般社団法人中部経済連合会、 

あいちゼロカーボン推進協議会 

 

問 合 せ：公益財団法人国際環境技術移転センター（ICETT／アイセット） 

     TEL：059-329-3500  メール：webmaster@icett.or.jp 

 

 

┏━┓ 

┃２┃【福岡・三重・宮城】ローカル SDGsキャンパス・ミーティング 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

https://www.icett.or.jp/chousa/chousa/r4/r4ghg_seminar.html
mailto:webmaster@icett.or.jp


公益財団法人五井平和財団は、地域での SDGs 達成に向けて学びを深める「ロー 

カル SDGs キャンパス・ミーティング」を福岡県、三重県、宮城県で順次開催し 

ます。 

 

詳  細：https://www.goipeace.or.jp/news/local-sdgs2023campus/ 

 

参加対象：高校生、大学生、およびその年齢に該当する方で、SDGsに関心が 

     ある方、または活動をしている方 

募集人数：各会場 35名程度（参加費無料） 

開催概要： 

〇福岡県（北九州市） 

日時：2023年 3月 4日（土）13：00～16：00 

場所：パークサイドビル 中会議室(1)・(2) 

講師：たいら由以子（ローカルフードサイクリング株式会社代表／ 

   NPO法人循環生活研究所理事） 

〇三重県（四日市市） 

日時：2023年 3月 12日（日）13：00～16：00 

場所：四日市商工会議所 会議所ホール II 

講師：水谷岳史（株式会社 On-Co 代表取締役／庭師） 

〇宮城県（仙台市） 

日時：2023年 3月 18日（土）13：00～16：00 

場所：フォレスト仙台 第 1・2会議室 

講師：立花貴（公益社団法人 MORIUMIUS 代表理事） 

《SDGsナビゲーター（3会場共通）》 

河野晋也（大分大学教育学研究科教職開発専攻（教職大学院）准教授） 

 

問 合 せ：公益財団法人五井平和財団 

     「ローカル SDGs キャンパス・ミーティング」事務局 

     TEL：03-3265-2071  メール：campus@goipeace.or.jp 

 

 

┏━┓ 

┃３┃【岐阜】たじみ環境フェア 2023 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

たじみ環境フェア 2023を開催します。楽しい体験コーナーや展示コーナー、環 

境活動発表会などを実施します。ぜひ、お越しください。 

https://www.goipeace.or.jp/news/local-sdgs2023campus/
mailto:campus@goipeace.or.jp


 

詳  細：https://www.city.tajimi.lg.jp/kurashi/kankyo/fair.html 

 

開催日程：2023年 2月 19日（日）9：30～15：30 

開催場所：ヤマカまなびパーク（岐阜県多治見市） 

主な内容：わくわく体験コーナー、環境活動発表会、展示コーナー、 

     団体・企業・学校の環境活動紹介パネル 

 

問 合 せ：多治見市役所環境課 

     TEL：0572-22-1175  当日携帯：080-8012-3979 

 

 

┏━┓ 

┃４┃【岐阜】脱炭素社会推進フォーラム 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

岐阜県は、県内の脱炭素推進に向けた機運醸成を図ることを目的として、「脱 

炭素社会推進フォーラム」を開催します。 

 

詳  細：https://www.pref.gifu.lg.jp/site/pressrelease/266505.html 

 

開催日時：2023年 2月 21日（火）10：00～12：00 

開催場所：新岐阜県庁舎 1階 ミナモホール（岐阜市薮田南 2-1-1） 

内  容： 

○基調講演 

テーマ：脱炭素社会の実現に向けて、今取り組むべきこと 

講 師：伊藤聡子氏（フリーキャスター） 

○リレープレゼンテーション 

テーマ：今から始める脱炭素！ 

登壇者：鈴木修一郎氏（株式会社ウェイストボックス代表取締役） 

    高橋克郎氏（高橋金属株式会社専務取締役） 

    鷲崎純一氏（株式会社スザキ工業所代表取締役） 

定  員：500名（先着順） 

参加申込フォーム：https://logoform.jp/f/XJ0NO 

 

問 合 せ：岐阜県環境生活部脱炭素社会推進課 

     TEL：058-272-8405 FAX：058-272-8407 

https://www.city.tajimi.lg.jp/kurashi/kankyo/fair.html
https://www.pref.gifu.lg.jp/site/pressrelease/266505.html
https://logoform.jp/f/XJ0NO


 

 

┏━┓【愛知】いのちをつなぐ水と流域・地球市民対話プロジェクト 

┃５┃ 地域対話フォーラム 2023 in Aichi 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

「いのちをつなぐ水と流域・地球市民対話プロジェクト」推進委員会は、いの 

ちをつなぐ水と流域・地球市民対話フォーラムを開催します。 

 

詳  細：https://mizutoryuiki.jpn.org/forum.html 

 

開催日時：2023年 2月 23日（木・祝）10：00～17：00 

開催場所：愛・地球博記念公園 地球市民交流センター（愛知県長久手市） 

主な内容： 

〇活動発表（4分科会） 

テーマ：「水と環境」、「水と生業」、「水と文化」、「SDGs のパートナーシップ」 

〇基調講演 

高野雅夫（名古屋大学大学院環境学研究科教授） 

〇パネルディスカッション 

コーディネーター：古澤礼太 

パネリスト 

秀島栄三（名古屋工業大学都市基盤計画分野研究室教授） 

巽好幸（ジオリブ研究所所長、神戸大学客員教授・名誉教授） 

岩本渉（アジア太平洋無形文化遺産研究センター[IRCI]所長） 

平原依文（HI合同会社代表、青年版ダボス会議 One Young World 日本代表） 

〇全体討論 

募集人数：160名 

応募締切：2023年 2月 21日（火）定員になり次第、受付終了 

 

問 合 せ：「いのちをつなぐ水と流域・地球市民対話プロジェクト」推進事務局 

     中部 ESD拠点事務局内（中部大学国際 ESD・SDGs センター内） 

     TEL：0568-51-9488  FAX:0568 -51-4736 

 

 

┏━┓ 

┃６┃【愛知】「あいち環境塾」オープン講座 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

https://mizutoryuiki.jpn.org/forum.html


愛知県は、「あいち環境塾」2023年度の塾生募集に先立ち、当塾をより多くの 

方に知っていただくため、当塾の雰囲気を体験できる「あいち環境塾」オープ 

ン講座をオンライン併用で開催します。 

 

詳  細：https://www.pref.aichi.jp/press-release/kankyoujuku-open.html 

 

開催日時：2023年 3月 4日（土）13：00～16：30 

開催場所：名古屋商工会議所 3階 第 5 会議室（名古屋市中区） 

     同時に、オンライン生配信を行います（ZOOM を使用）。 

対  象：愛知県在住の方又は愛知県内の企業、NPO、大学等に所属の方 

定  員：会場参加 40名（申込先着順）／オンライン参加は定員なし 

主な内容： 

(1)「あいち環境塾」概要等の説明 

(2) 講演「SDGs を羅針盤に企業の持続可能戦略を考える～パーパスを起点に SX 

（サステナビリティ・トランスフォーメーション）を取り組む～」 

講師：戸成司朗氏（一般社団法人中部 SDGs推進センター代表理事／ 

   あいち環境塾講師） 

(3) 卒塾生による成果発表 

(4) 会場参加者によるディスカッション 

申込期限：2023年 2月 24日（金）※定員になり次第締切 

 

問 合 せ：公益財団法人名古屋産業科学研究所 

     TEL：052-223-6639  メール：kankyojuku@nisri.jp 

 

 

┏━┓ 

┃７┃【愛知】生物多様性サポーターフォーラム 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

愛知県は、生物多様性の保全活動の輪を広げ、生物多様性の主流化を加速させ 

るため、「生物多様性サポーターフォーラム」を開催します。 

 

詳  細： 

https://www.pref.aichi.jp/press-release/supporter-forum-r4kaisai.html 

 

開催日時：2023年 3月 5日（日）13：30～16：30 

参加方法： 

https://www.pref.aichi.jp/press-release/kankyoujuku-open.html
mailto:kankyojuku@nisri.jp
https://www.pref.aichi.jp/press-release/supporter-forum-r4kaisai.html


(1) 会場参加［定員 150名・申込先着順］ 

名古屋サンスカイルーム A室（名古屋市中区） 

(2) オンライン参加［定員の設定なし］ 

特設 Web サイト内の配信ページから視聴（申込者に URL とパスワードを送付） 

主な内容： 

〇基調講演 

「水族館から見える生物多様性」小林龍二氏（竹島水族館館長） 

「新枠組を踏まえた国家戦略、成功のカギを握るサポーター!!」 

 山本麻衣氏（環境省自然環境計画課生物多様性戦略推進室室長） 

「COP15で見られた多様な主体の活躍」 

 道家哲平氏（日本自然保護協会保全研究部国際自然保護連合日本委員会 

 事務局長） 

〇あいち生物多様性サポーターズの取組発表 

〇ユース交流会成果発表 

〇発表団体との質疑応答 

申込期限：2023年 2月 27日（月） 

 

問 合 せ：生物多様性サポーターフォーラム事務局 

     （県事業委託先：エヌショーケース株式会社内） 

     TEL：052-881-5751  FAX：052-881-5569 

     メール：contact@nagoya-nsc.co.jp 

 

 

┏━┓ 

┃８┃【愛知】藤前干潟「ガタレンジャーJr.2023」参加者募集 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

名古屋港に残された藤前干潟で、小学 4年生から中学生までを対象に行う「環境 

学習プログラム」を開催します。 

 

詳  細： 

http://fujimae.org/modules/news/article.php?storyid=591 

 

対  象：新小 4～中 3で、原則すべてのプログラムに参加できる人 

開催日程：2023年 4月から 2024年 3 月まで（全 6回のプログラム） 

開催場所：藤前干潟活動センター、稲永ビジターセンター（名古屋市港区） 

内  容：干潟探検、渡り鳥観察、自由研究、ヨシ原とカニ・カモ観察、 

mailto:contact@nagoya-nsc.co.jp
http://fujimae.org/modules/news/article.php?storyid=591


     干潟の学校 など 

定  員：12名（先着順） 

参 加 費：4,000 円（通信費、保険料など） 

応募締切：2023年 3月 25日（土） 

 

問 合 せ：NPO法人藤前干潟を守る会 

     メール：info@fujimae.org 

 

 

┏━┓流域圏での水資源管理分科会「中部地域を取り巻く水資源の現状（冊子 

┃９┃名）の紹介と活用について」 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

気候変動適応中部広域協議会流域圏での水資源管理分科会では、水資源・水循 

環の全体像や気候変動が水資源に及ぼす影響等について、関係者間での共通理 

解を形成するため、中部地域の水資源・水利用の現状、全体像や課題等を整理 

した冊子「中部地域を取り巻く水資源の現状」を作成し、作成した冊子の紹介 

と活用について研修会を開催します。 

 

開催日時：2023年 3月 17日（金）13：30～15：30 

開催方法：オンライン 

対  象：地方公共団体職員や研究者、関係機関、水資源・水循環に関連する 

     企業等 

登 壇 者： 

・原田守啓氏（岐阜大学准教授・地域環境変動適応研究センターセンター長） 

・中村晋一郎氏（名古屋大学大学院工学研究科准教授） ほか 

内容（予定）： 

「中部地域における水利用の特徴と全体像」 

「水利用の現況とステークホルダー」 

「中部地域の水資源における温暖化の影響と適応策」 

「冊子の概要と活用について」」 

 

参加申込・問合せ： 

株式会社地域計画建築研究所（アルパック） 

メール：adapt-chubu@arpak.co.jp 

 

 

mailto:info@fujimae.org
mailto:adapt-chubu@arpak.co.jp


━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

            ♪ツール・コンテンツ♪ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

┏━┓ 

┃１┃【富山】「とやまカーボンニュートラルポータル」を開設！ 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

富山県と 15 市町村が共同でカーボンニュートラルに関する情報を提供するサイ 

ト「とやまカーボンニュートラルポータル」を 2 月 6日に開設しました。 

本サイトの開設に合わせて、インスタグラムを活用したプレゼントキャンペー 

ンを実施中です。 

 

詳  細：https://www.pref.toyama.jp/100223/kensei/houdou/202302cn1.html 

 

掲載内容： 

《県民向け情報》 

・カーボンニュートラルとは？ 

・カーボンニュートラルへの具体的な取組み方法 

・国や県内自治体の支援制度（補助金など） 

・各種イベント情報 

《事業者向け情報》 

・自社の温室効果ガス排出量の把握方法 

・温室効果ガス削減事例紹介 

・国や県内自治体の支援制度（補助金など） 

 

《とやまカーボンニュートラルポータル》 

https://www.carbon-neutral-toyama.jp/ 

 

《「みんなの取組み」ハッシュタグキャンペーン！》 

https://www.carbon-neutral-toyama.jp/efforts 

実施期間：2023年 2月 6日（月）～3月 20 日（月） 

 

 

┏━┓ 

┃２┃【長野】『うんこドリル─地球温暖化─【長野県編】』ができました！ 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

長野県地球温暖化防止活動推進センターは、株式会社文響社とコラボレーショ 

https://www.pref.toyama.jp/100223/kensei/houdou/202302cn1.html
https://www.carbon-neutral-toyama.jp/
https://www.carbon-neutral-toyama.jp/efforts


ンし、地球温暖化についてクイズ形式で学べる冊子『うんこドリル─地球温暖 

化─【長野県編】』を制作しました（後援：長野県教育委員会、協力：長野県 

環境部）。 

 

詳  細：https://nccca.or.jp/6238/ 

 

↓こちら（特設ページ）からダウンロードしてご覧いただけます。 

https://nccca.or.jp/info/unko_drill/ 

 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

                          ♪助成金・表彰等♪ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

┏━┓ 

┃１┃公益信託地球環境日本基金 2023 年度 募集 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

公益信託地球環境日本基金は、2023 年度（令和 5 年度）の募集を実施しています。 

 

詳  細： 

https://www.gef.or.jp/news/info/chikyukankyonihonkikin-2023boshu/ 

 

助成対象：(1)～(3)の事業を行う団体もしくは個人 

(1) 開発途上地域における地球環境の保全に資する調査・研究事業 

(2) 開発途上地域における地球環境の保全に資する情報・知識の普及に関する 

事業（国際協力に関する活動等を含む） 

(3) 開発途上地域における地球環境保全に資する植林、森林保護、野生生物保 

護（生物多様性の保全に資するものも含む）、砂漠化防止等の事業 

※2023年度も前年と同様、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、上記 

内容の活動を日本国内でのみ行う場合も助成対象とする。 

助成金額： 

・総額 1,600万円を交付予定（助成対象件数 10件程度） 

・うち 1,030万円は野生生物保護（生物多様性の保全に資するものも含む）、 

 森林保護、砂漠化防止に特定して交付 

申請締切：2023年 2月 17日（金）必着 

 

問 合 せ：一般財団法人地球・人間環境フォーラム（運営協力機関） 

https://nccca.or.jp/6238/
https://nccca.or.jp/info/unko_drill/
https://www.gef.or.jp/news/info/chikyukankyonihonkikin-2023boshu/


     メール：jtge@gef.or.jp iinuma@gef.or.jp 

 

 

┏━┓ 

┃２┃大塚商会ハートフル基金 公募助成 団体募集【愛知・三重ほか】 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

「大塚商会ハートフル基金」制度は、社員と会社のマッチングギフト制度です。 

支援のテーマを決めて助成を行っています。 

 

詳  細： 

https://www.otsuka-shokai.co.jp/corporate/csr/news/2023/230120.html 

 

対象事業： 

〇災害被災地の環境整備、被災によって生じた問題の解決を目指す事業 

〇地域を巻き込んだ防災事業 

＊行政から委託・補助・助成を受けている事業は対象外 

対象団体：(1)～(4)の全てを満たしている団体 

(1) 愛知県・三重県ほか 16 都道府県（詳細を確認ください）のいずれかに所在 

し、活動する団体。 

(2) 4 名以上のメンバーが活動する非営利団体で活動年数が 3 年以上あること。 

法人格の有無は不問。一般社団法人については非営利型のみ対象。学生のサー 

クルは対象外。 

(3) インターネットを使用して活動内容を積極的に発信している団体。 

(4) 団体の活動を理解しており、かつ利害関係のない方による推薦がある団体。 

助成金額：1 団体 30万円（総額 300 万円を予定） 

応募受付：2023年 1月 20日（金）～2月 28日（火）当日消印有効 

 

問 合 せ：株式会社大塚商会 社長室内 ハートフル基金事務局 

     メール：heartful@otsuka-shokai.co.jp 

 

 

┏━┓ 

┃３┃2023年度 緑の募金助成 公募事業 募集 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

緑の募金では、森づくりや人と自然がつながる社会づくりを応援しています。 

 

mailto:jtge@gef.or.jp
mailto:iinuma@gef.or.jp
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詳  細：https://www.green.or.jp/bokin/ 

 

対象活動：森林ボランティア、里山保全団体及び NPO等による以下の活動 

(1) 国内外の森と人を元気にする活動 

(2) 地球の緑を増やし、地球温暖化防止や生物多様性保全に貢献する活動 

(3) 森づくりのリーダーを育てる活動 

(4) 森や里山で子どもたちを育むことができる活動 

事業の種類： 

〔一般公募事業〕森林整備／緑化推進／国際協力 

〔次世代育成公募事業〕次世代の森づくりを担う人材育成事業 

〔特別公募事業〕 

つながる、つなげる、子ども若者応援事業／スギ等森林の有効活用支援事業 

〔都道府県緑推推薦事業〕子どもたちの未来の森づくり事業 

応募期間：2023年 2月 1日（水）～3月 15 日（水） 

 

問 合 せ：公益社団法人国土緑化推進機構 

     TEL：03-3262-8457  FAX：03-3264-3974 

     メール：m-bokin@green.or.jp 

 

 

┏━┓ 

┃４┃令和 5年度「緑と水の森林ファンド」公募事業 募集 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

国土緑化推進機構では、幅広い民間の非営利団体等の主体的・多様な参加によ 

る「国民参加の森林づくり」運動の推進を図るため、「緑と水の森林ファンド」 

事業の公募を実施します。 

 

詳  細：https://www.green.or.jp/news/fund2023-recruitment/ 

 

助成対象：民間の非営利団体、非営利の法人、個人（調査研究に限る） 

対象事業： 

(1) 普及啓発：森林・緑・水に対する国民の認識を深めるための普及啓発活動 

(2) 調査研究：地域材の利用・山村資源の有効活用や森林の公益的機能の増進 

に係る調査研究 

(3) 活動基盤の整備：森林づくり活動を通した農山村と都市住民等との交流促進 

(4)国際交流：国内で開催される森林に関する国際会議への支援、海外情報の収集 

https://www.green.or.jp/bokin/
mailto:m-bokin@green.or.jp
https://www.green.or.jp/news/fund2023-recruitment/


助成金の限度：団体 100万円、個人 70 万円 

募集期間：2023年 2月 1日（水）～3月 15 日（水） 

     ＊郵送の場合は当日消印有効 

 

問 合 せ：公益社団法人国土緑化推進機構 

     TEL：03-3262-8457  FAX：03-3264-3974 

     メール：forest@green.or.jp 

 

 

┏━┓ 

┃５┃タカラ・ハーモニストファンド 2023年度 助成事業 募集 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

公益信託タカラ・ハーモニストファンドは、日本の森林・草原や水辺の自然環 

境を守る活動や、そこに生息する生物を保護するための研究などに対して助成 

を行っています。 

 

詳  細：https://www.takara.co.jp/environment/fund/ 

 

目  的：(1)～(3)の内容に関する実践的な活動及び研究に対して助成 

(1) 日本国内の森林・草原、木竹等の緑を保護、育成するための活動または研究 

(2) 日本国内の海・湖沼・河川等の水辺の良好な自然環境を整備するための活動 

または研究 

(3) 日本国内の緑と水に恵まれた良好な自然環境の保全及び創出に資するための 

活動または研究 

対  象：次の条件を満たす実践的な活動・研究 

(1) 具体的に着手の段階にある活動・研究 

(2) 営利を目的としない活動・研究 

(3) 活動及び研究主体の資格は問わないが､次の条件を満たすもの 

《個人の場合》助成金の使途が助成の目的に沿って適確であり､当該事業に係わる 

施設の利用や助成金の使途等の面で本人あるいは親族など特別な関係のある者に 

特別の利益を与えない者 

《任意の団体の場合》助成金の使途が助成の目的に沿って適確であり､代表者ま 

たは管理者の定めのある団体で､役員その他機関の構成､選任方法､その他事業の 

運営に重要な事項が､特定の者､あるいは特別の関係者等の意志に従わずに､運営 

されている団体｡また､特定の者等に特別の利益を与えていない団体 

※過去にタカラ・ハーモニストファンドの助成を受けていない応募者（個人・ 

mailto:forest@green.or.jp
https://www.takara.co.jp/environment/fund/


団体）を優先 

助成金額：助成金総額は 500 万円程度 

助成件数：10件程度 

応募締切：2023年 3月末日必着 

 

問 合 せ：みずほ信託銀行株式会社 京都支店 信託営業第一課 

     公益信託タカラ・ハーモニストファンド事務局 

     TEL：075-211-5525  FAX：075-212-4915 

 

 

┏━┓あいち森と緑づくり環境活動・学習推進事業 

┃６┃2023年度 交付対象事業 企画提案 募集【愛知】 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

愛知県は、あいち森と緑づくり環境活動・学習推進事業の対象となる企画提案 

を募集します。 

 

詳  細： 

https://www.pref.aichi.jp/press-release/2023morizeikikakubosyu.html 

 

対象団体：NPO、ボランティア団体、農協、漁協、森林組合、自治会、私立学校、 

市町村等（愛知県内に活動の拠点を置く、団体構成員自らが活動を行う 5人以上の団体） 

対象事業： 

(1) 森・緑の育成活動事業 

(2) 水と緑の恵み体感事業 

(3) 森林生態系保全の学習事業 

(4) 太陽・自然の恵み学習事業 

(5) 独自提案による環境保全活動・環境学習事業 

募集期限：2023年 3月 1日（水）17：30必着 

 

問 合 せ：愛知県環境局環境政策部環境活動推進課 

     TEL：052-954-6240 

     メール：kankyokatsudo@pref.aichi.lg.jp 

 

 

---------------------------------------------------------------------- 

【本メールマガジンについて】 

https://www.pref.aichi.jp/press-release/2023morizeikikakubosyu.html
mailto:kankyokatsudo@pref.aichi.lg.jp


  本メールマガジンは、転送自由です。 

  ○申込・解除 : https://www.mag2.com/m/0000233904.html 

  ○バックナンバー 

    そらいろ通信 ～EPO-Chubu メールマガジン 

    https://www.epo-chubu.jp/mail-magazine 

---------------------------------------------------------------------- 

  発信元：環境省中部環境パートナーシップオフィス(EPO中部) 

     中部地方 ESD活動支援センター   

     TEL：（EPO）052-218-8605／（ESD）052-218-9073 

      FAX：052-218-8606 

          メール：info@epo-chubu.jp 

     URL：（EPO）http://www.epo-chubu.jp 

         （ESD）http://chubu.esdcenter.jp/  

     〒460-0003  名古屋市中区錦 2-4-3  錦パークビル 4F 

====================================================================== 
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